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ふりがな おかやますうぃっしゅ 

団体名 おかやま SWISH 

代表者名 大山早紀子 

連絡先 

住所 倉敷市松島 288 川崎医療福祉大学 

TEL 080-9084-8878 

E-mail okayamaswish@gmail.com 

URL https://okayama-swish.jimdosite.com 

設立年（西暦） 2024 年 

助成活動名 精神疾患がある方も活躍できるソーシャルバスケットボールを通じた社会参加活動 

助成額 205,250 円 

活動内容 

目的 

 
バスケットボールを通じて、精神疾患や精神障がいがある人の健全な心身の養
成と社会参加の機会創出を図るとともに、精神疾患や精神障がいのあるなしに
関わらず、バスケットボールを通じて交流することによって、精神疾患や精神
障がいについての理解を広げ、誰もが心豊かに生活できる社会を実現すること
を目的とする。 
 

内容 

 
毎月日曜日の午前中に川崎医療福祉大学の体育館で、また第 4 日曜日の夜に岡
山市障害者体育センターにて練習を実施した。2025 年 11 月に倉敷市にて開催
された、NPO 法人ソーシャルバスケットボール協会 主催の全国大会（ドリー
ムカップ）へ出場した。支援者のネットワークや、ホームページ、インスタグ
ラムなどを活用し、本活動の周知と、参加者の募集を行った。 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

特になし 

成果 

 
大会参加にあたって必要なユニフォームを橋本財団の助成金によって作成し、
全国大会に出場することができた。また、助成金でボールを購入し、障害者体
育センターでの練習時に使えるボールが確保できた。大会で他県のチームと試
合をしたことで、チームとしての連帯感が高まった。結果は惜しくも 1 回戦負
けとなったが、初めてバスケットボールの試合に出たという人も多く、その後
の練習の励みになった。活動を続けてきたことで、「見学してみたい」「参加し
てみたい」という問い合わせももらうようになった。 
 

今後の課題と対
応策 

 
試合形式の練習ができる 10 人がコンスタントに集まること。そのために広報活動を引き続
き継続していく。また、大会が県外であった場合の交通費や移動手段の確保に課題が残
る。参加者が負担できる範囲に収まらない場合にどうやって費用を捻出するか引き続き検
討するべき課題である。 
 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


